
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜申込方法＞ 

(1)希望される講座区分（A,B,C,D）複数可 (2)お名前 (3)年齢 (4)ご住所（郵便番号から） 

(5)電話番号（連絡先）（６）メールアドレスを明記の上、8 月 18 日（月）までに 

官製ハガキ・E-mail のいずれかでお申込ください。 

 

宛先 〒635-0832 奈良県北葛城郡広陵町馬見中 4-2-2  

畿央大学企画部 公開講座係 

Tel：0745-54-1603／FAX：0745-54-1600／E-mail  kikaku@kio.ac.jp 

 

＊定員に達し次第、締め切ります。 

（定員を超えた場合受講できない旨、申し込まれた方に電話または E-mail で連絡します） 

＊受講証の発行は致しません。 

当日直接本学にお越しいただき、公開講座受付で会場をご確認ください。 

公共交通機関を利用してご参加ください 

 

お問い合わせ・申し込みは 

畿央大学企画部 公開講座係 

TEL0745-54-1603   FAX0745-54-1600  
http://www.kio.ac.jp/            

 

＜公開講座＞（各講座定員 ２８０名  受講料 無料  会場 畿央大学） 

８／２３ （土） 

講座 A  12:30 受付（12:５０開講式） 13:00 ～14:30  

 「情報社会におけるコミュニケーション 

-可能性と気を付けたいことをご一緒に-」               

                   畿央大学 教育学部 准教授  西端 律子 

講座 B  14:30 受付  15:00 ～16:30 

          「子どもとの関わりから学ぶ 

-看護師の体験から気づいた大切なこと-」    

                  畿央大学 健康科学部 准教授  弓場 紀子 

８／２４（日） 

講座 C  12:30 受付  13:00 ～14:30 

「別腹の仕組みからより良い食生活を考える」     

畿央大学 健康科学部 教授   山本 隆 

講座 D  14:30 受付  15:00 ～16:30 

「親学のススメ-期待される人になるために-」     

    畿央大学特任教授 ・関西中央高等学校副校長  山田 純二 
 



            
 

講座 A 「情報社会におけるコミュニケーション 

-可能性と気を付けたいことをご一緒に-」〔８/２３(土)〕               

               畿央大学 教育学部 准教授  西端律子 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

講座Ｂ 「子どもとの関わりから学ぶ 

-看護師の体験から気づいた大切なこと-」〔８/２３(土)〕               

                   畿央大学 健康科学部 准教授  弓場紀子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座 C 「別腹の仕組みからより良い食生活を考える」〔８/２４(日)〕               

                畿央大学 健康科学部 教授 山本 隆 

    

 

 

 

 

 
 
 

講座 D 「親学のススメ-期待される人になるために-」〔８/２４(日)〕                

             畿央大学特任講師・関西中央高等学校副校長 山田 純二 
 
 
 
 

 

私たちは、毎日、さまざまな人とさまざまな方法でコミュニケーションをしています。たとえば、昨日はど

のような人と、どのような方法でコミュニケーションをとったでしょうか？家族、ご近所の方、友人、すれ違

った人、仕事上のおつきあいの人、買い物で訪れた店の店員…、対面でのおしゃべり、携帯電話、携帯メール、

パソコンを利用したメール、mixi に代表されるソーシャル・ネットワーク（SNS）での会話などなど、思い出

せばきりがありません。昔から人類はコミュニケーションをとろうとしてきた生き物です。今は、主に携帯電

話で離れた人とのコミュニケーションも可能になりましたが、こうした通信技術がなかった頃は、どのように

してコミュニケーションをしてきたのでしょうか。また、インターネットの発達により、対面で会ったことの

ない人とでも気軽に「お話」ができるようになりました。もちろん、弊害・被害も起きています。 

情報社会の中で、コミュニケーションをとるために気を付けなければならないことはなにかについて、皆さ

んとともに考えていきたいと思います。なお、当日、簡単なゲームをしながら、お互いのコミュニケーション

を図りたいと思います。筆記用具をご持参いただければ幸いです。 

最近、なんだか疲れませんか？暑さの影響もありますが、凶悪犯罪の低年齢化、親子・夫婦間または無差別

での殺傷事件、偽装、相次ぐ自殺、教員の暴行、医療に関わる事件や事故など暗い話題が多く、なかなか心の

底から笑える日はありませんから。今日は、ついつい「昔はよかったなあ」と後戻りしてしまう気持ちを前向

きにケアしてもらえるように「音楽」や「子どもが書いた絵本」、「子どもの写真」、「闘病している子どもの言

動」など私の体験を通して紹介しようと考えています。子どもは私たち大人の心を無条件に揺さぶってくれま

す。私たちが忘れかけている大切な何かを気づかせてくれます。心がしんみりと、またホッと温かくなるよう

な時間が共有でできればと考えています 

私たちは、「ごちそうさま。もうお腹いっぱい！」といいながらも、おいしいそうなデザートが出てくると「これ

は別腹だから」といいながらペロリと食べてしまいます。別腹のしくみをまじめに考えると、味わうとは？食べると

は？おいしさとは？ダイエットとは？食育とは？といった疑問につながっていきます。別腹は脳の働きで生じるとい

う観点から、これらの問題を解説してみたく思います。そして、子どもの食べ物の好き嫌いはなぜできるのか、健康

に長生きするためにはどういうことに心掛けたらいいのかなどについても考えてみましょう。 

ニートからはじまり、不登校、校内暴力、モンスターペアレンツ等々、現在の教育を取り巻く環境は、想像を絶す

るものがあります。本講座では、小中義務教育学校における事例をもとに、民間人校長という新しい視点から見た、

社会に貢献できる人材を育成するにあたり、親としてどのようにすれば良いのかをさぐります。 

 


